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今年度要求のポイント

・受取人払い継続

【今後（27年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 6,4220

その他

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額

　利便性を向上させることで、子育て世帯の負担軽減につながる。また、提出率
を上げ、処理期間の短縮を図ることで、迅速な認定を実現する。

項目

主な要求内容 （単位：千円）

通信運搬費（受取人払い） 6,422 ６６,２００人×９７円（定形郵便８２円＋手数料１５円）

内容・積算等25年度予算

0

事 業 費

・受給者による郵送費負担 ・現況届の受取人払いを実施

【経過（～25年度）】 【26年度】

・現況届の提出をお知らせする封筒に、返信用封筒を同封し受給者に
　送付する。
・受給者は、返信用封筒を使用して現況届を提出し、その郵送料を
　本市が負担する。

事業目的

事業内容

整理番号 14 - 007

児童手当事務事業関連事業

事 業 名 児童手当現況届利便性向上事業

1 局・課名 子ども青少年局　子ども家庭課

6,42200

新規・拡充

事業期間 　H26～　

平成24年度決算額

・現況届の提出を平易化させ、受給者の利便性を向上させるため。
・現況届の提出先と処理を担う職員を一元化することで、事務の
　効率化及び処理期間の短縮化を図るため。

(単位　千円)

マスタープラン
３つの挑戦

子育て
マスタープラン

施策番号
3

区分


